☆プログラム作成に当たって
	作成者
	所属
	氏名

	テーマ

（研修・講座名）
	※　班内で、職場や地域の現状や課題についてよく話し合ってから決定しましょう。

対象が参加してみたいと思うようなネーミングを考えてみましょう。

	研修（講座）のねらい
	※　ねらいは、「～しよう」ではなく、「～（理解）する」「～（身に付け）る」などの表現で。

	主催
	例）○○学校人権教育部会　　　○○町教育委員会　等　　架空の事業所・団体等でも結構です。

	主な対象
	例）　○○小学校教職員　
	定員

（参加予定人数）
	　


プログラムの展開

	回

（時期）
	学　習　テ　ー　マ
	内　　　　　容
	学習支援者

（講師等）
	会　　場

	
	
	
	
	


第○回　展開計画
	学習テーマ
	※　対象が参加してみたいと思うようなネーミングを考えてみましょう。

	本時のねらい
	※　楽しいだけの時間で終わらないよう、ねらいを明確にしましょう。

	準備物

例）油性ペン　　・模造紙　　・付せん紙

	会場図　　　
　　例）



	時間（分）
	活　動　内　容
	留　意　点（○）　・　言　葉　か　け（●）　　等

	導　入
	１０
	
例）○人権折り紙

　　　・折り紙を選び、今の気持ちを発表する。
	

	

	

	まとめ
（ふりかえり）
	
	
	


※　回数は３回程度とし、大まかな実施時期も考えましょう。


　　　多様な学習方法を取り入れたプログラムとなるよう、工夫しましょう。


　　　うち１回は参加体験型学習を取り入れたものを考えましょう。





※４５～１２０分程度の範囲で実施できるように計画しましょう。





※　動きがわかりやすくなるように、具体的な活動も補足しましょう。





※


○留意点


どんな配慮や準備等が必要なのかを考えましょう。


●言葉かけ：


参加者がわかりやすく、かつ、ねらいにせまることができるよう、発問の仕方を工夫しましょう。








